
宮
本　

武
蔵
議
員　

新
聞
等
に
よ

る
世
論
調
査
で
は
、
治
安
が
悪
化

し
て
、
安
心
し
て
い
ら
れ
な
い
と

感
じ
て
い
る
国
民
が
増
加
し
て
い

る
と
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
や
都
も
安
全

・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
府
中
市
市
民

生
活
の
安
全
確
保
に
関
す
る
条
例

が
、
平
成
16
年
１
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
野
口
市
政
第
２
期
の

公
約
の
一
つ
に
﹁
安
全
で
快
適
に

住
め
る
ま
ち
﹂
が
あ
り
、
そ
の
中

で
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち
の
実
現
を

掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
聞
き
た
い
。

市
長　

市
と
市
民
の
協
働
に
よ
る

犯
罪
防
止
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
。
条
例
に
基
づ
き
、
府
中

市
生
活
安
全
推
進
会
議
を
設
置
し
、

市
・
市
民
・
事
業
者
・
防
犯
関
係

団
体
等
が
連
携
し
た
多
様
な
犯
罪

防
止
活
動
の
実
施
に
よ
り
、
犯
罪

の
な
い
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に

住
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

村
井　

浩
議
員　

市
は
入
学
前
の

子
供
た
ち
の
生
活
状
況
を
調
査
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
幼
い
時
か
ら

子
供
た
ち
が
選
別
さ
れ
、
差
別
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
調
査
の
情
報
の
共
有

等
が
行
き
過
ぎ
て
学
校
が
子
供
を

偏
見
の
目
で
見
る
こ
と
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
不
登
校
の
生
徒
に
、
生

活
指
導
主
任
会
で
の
情
報
の
共
有

化
等
を
図
り
支
援
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
も
市
民
が

不
安
に
感
じ
て
い
る
中
、
子
供
の

個
人
情
報
を
み
だ
り
に
作
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

子
供
に
偏
見
を

持
っ
て
接
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
研
修
等

を
実
施
し
学
校
へ
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
登
校
の
原
因
等
は
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
対
応

は
子
供
の
心
情
を
把
握
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
あ
る
。

　

昨
年
12
月
14
日
警
察
に
逮
捕
さ
れ

た
、
府
中
市
教
育
委
員
会
青
少
年
教

育
係
長
︵
当
時
︶
の
件
。
そ
の
後
ど
う

し
た
。
府
中
市
の
対
応
を
知
り
た
い
。

高
野　

政
男
議
員　

地
域
ご
み
対

策
推
進
員
の
意
見
交
換
会
で
、
推

進
員
の
連
携
が
必
要
と
の
意
見
が

あ
っ
た
と
聞
く
。

　

自
治
会
連
合
会
で
も
、
こ
の
こ

と
を
重
要
課
題
と
し
た
が
、
推
進

員
の
選
出
は
地
域
で
差
が
あ
る
。

　

未
選
出
の
地
域
か
ら
推
進
員
を

選
出
し
、
ご
み
減
量
等
に
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民

協
働
の
成
果
と
し
て
ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
収
集
方
式
を
長
く
維
持
で
き

る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
こ
の
大
会
の
成
果

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

環
境
安
全
部
長　

市
民
や
事
業
者
、

行
政
の
各
責
務
を
果
た
す
こ
と
の

必
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
の
必
要
性
の

認
識
を
一
層
深
め
た
の
で
、
地
域

ご
み
対
策
推
進
員
の
連
携
の
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

小
野
寺　

淳
議
員　

子
供
た
ち
が

成
長
し
、
ふ
る
さ
と
府
中
を
思
い

起
こ
し
、
府
中
で
育
っ
た
と
い
う

意
識
を
世
界
で
生
か
し
て
い
け
る
、

そ
ん
な
子
供
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

　

府
中
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
21
に
、

府
中
を
愛
す
る
府
中
の
教
員
を
育

て
よ
う
と
あ
る
が
、
子
供
た
ち
へ

の
郷
土
愛
や
府
中
っ
子
を
育
て
る

た
め
に
は
、
そ
れ
を
指
導
す
る
教

職
員
の
意
識
が
大
事
で
あ
る
と
、

日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
は
先
生
の
資
質
向

上
の
た
め
に
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
か
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

毎
年
、
新
た
に

採
用
さ
れ
た
教
員
と
他
区
市
か
ら

転
入
し
た
教
員
、
教
頭
、
校
長
を

対
象
に
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を

見
学
す
る
市
内
め
ぐ
り
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
。

　

教
材
は
、
研
修
会
資
料
や
社
会

科
副
読
本
﹁
郷
土
府
中
﹂、﹁
ふ
ち

ゅ
う
ガ
イ
ド
﹂
や
各
施
設
で
発
行

し
て
い
る
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
て
い
る
。

高
野　

律
雄
議
員　

市
長
の
公
約

に
、
風
格
の
あ
る
ま
ち
、
美
し
い

ま
ち
等
と
あ
る
。

　

他
市
が
ゴ
ミ
回
収
有
料
化
へ
移

行
す
る
中
、
今
後
も
市
民
の
協
力

に
よ
っ
て
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
方

式
を
維
持
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
こ

そ
風
格
あ
る
市
民
が
暮
ら
す
ま
ち

で
あ
り
、
美
し
い
ま
ち
と
言
え
る

と
思
う
。
そ
れ
に
は
、
今
後
の
４

年
間
が
試
金
石
に
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
完
全
実
施
で
、
拡
大
生
産
者
責

任
に
よ
り
、
資
源
回
収
拠
点
が
少

な
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
他
自
治

体
で
は
、
商
店
街
の
協
力
で
資
源

回
収
率
が
向
上
し
、
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
は
。

環
境
安
全
部
長　

資
源
循
環
型
社

会
を
目
指
す
事
業
者
の
責
務
と
し

て
、
販
売
店
に
よ
る
収
集
、
自
主

処
理
体
制
の
推
進
を
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
民
に
よ
る
ご
み
の
分

別
を
徹
底
し
、
自
治
体
に
偏
重
し

て
い
る
費
用
負
担
の
見
直
し
等
を

国
に
求
め
て
い
く
。

手
塚　

歳
久
議
員　

駅
周
辺
で
、

新
た
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る

自
転
車
駐
輪
場
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
要
望
の
あ

る
、
利
用
料
金
の
値
下
げ
や
、

割
引
制
度
等
の
早
期
導
入
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

新
た
に
、
中

河
原
駅
、
府
中
本
町
駅
、
武
蔵

野
台
駅
、
分
倍
河
原
駅
周
辺
へ

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
割
引
制
度
の
導
入
は
、

環
境
面
か
ら
の
自
転
車
利
用
の
促

進
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
に
有
効
と
考
え
る
の
で
、
㈶
自

転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
と
調

整
の
上
、
早
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
利
用
料
金
の
値
下
げ
は
、

稼
働
率
の
低
い
自
転
車
駐
輪
場
に

つ
い
て
、
値
下
げ
に
伴
う
利
用
率

の
向
上
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
を

考
慮
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
公
園
づ
く
り
に

つ
い
て
●

教
育
委
員
会
は
な
ぜ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
な
い
か

相
原　

博
議
員　

平
成
８
年
に
府

中
駅
南
口
第
二
地
区
再
開
発
事
業

が
完
成
し
、
17
年
２
月
に
は
、
第

三
地
区
再
開
発
事
業
の
完
成
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
府
中
駅
の
周
辺

も
大
き
く
変
ぼ
う
し
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
駅
南
口
利
用

者
の
利
便
性
や
、
駅
構
内
を
円
滑

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
南
口
改
札

口
の
設
置
を
願
う
立
場
か
ら
平
成

10
年
に
一
般
質
問
を
し
た
。

　

現
在
、
第
三
地
区
の
事
業
も
順

調
に
進
ん
で
い
る
が
、
改
札
口
の

設
置
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
の
問
題
を
優
先
課
題
と
し
て
、

再
開
発
事
業
が
完
成
す
る
ま
で
に

は
実
現
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　

南
口
改
札
口
の
開

設
は
、
利
用
者
の
利
便
性

や
駅
周
辺
地
区
の
商
業
活

動
等
を
考
え
る
と
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
思
う
。

　

今
後
も
、
開
設
に
向
け
、

京
王
電
鉄
株
式
会
社
に
対

し
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

▲駅周辺の自転車駐輪場

▲府中駅構内
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一般質問 4

府 中 駅 南 側 に

改札口の新設を ―その２―

早期開設に向け京王電鉄に

　　強く要望を続けていく

駅周辺の自転車駐輪場

　割引制度等導入の考えは

駐車場整備センターと調整し

　　早 期 実 施 に 努 め た い

府中っ子を育むための

　先生の資質向上への取組みは

はぐく

研 修 会 の 実 施 や

　副読本「郷土府中」等を活用

犯
罪
の
な
い
ま
ち
の
実
現

　
　
　

そ

の

ビ

ジ

ョ

ン

は

市
と
市
民
の
協
働
に
よ
る

　
　
　

犯

罪

防

止

活

動

が

不

可

欠

入
学
前
の
調
査
情
報
に
よ
り

　
　
　

子
供
を
偏
見
の
目
で
見
る
こ
と
は
な
い
か

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

　
　

  

研
修
等
で
学
校
へ
指
導
し
て
い
る

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
大
会

　
　
　

そ
　

の
　

成
　

果
　

は

家

庭

ご

み

の

分

別

等

　

ご
み
減
量
の
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た

資源ごみのリサイクル

　今後の市の基本的な考えは

販売店による収集、自主処理体制の

　　　推 進 を 求 め て い く

他
︵　

は
そ
の
他
の
質
問
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
　
人
　
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

26

38

他

他


